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仲
秋
の
候　

町
民
の
皆
様
に
は
、
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
素
よ
り
本
町
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
各
方
面

か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
と
暖
か
い
ご
厚
情

を
賜
り
、
無
投
票
当
選
の
栄
に
浴
し
、
9

月
19
日
付
を
も
ち
ま
し
て
和
木
町
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
和
木
町
政
の
重
責
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
使
命

と
責
任
の
重
さ
に
改
め
て
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
信

頼
と
期
待
に
お
応
え
す
る
た
め
「
活
力
あ

る
和
木
町
・
魅
力
あ
る
和
木
町
」
を
目
指

し
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
和
木
町
に
お
き
ま
し
て
は
法
人

税
収
が
年
々
減
少
し
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
単
独
町
制
を

50
年
、
60
年
と
続
け
て
い
く
こ
と
が
私
の

責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
と
り

わ
け
、
町
内
公
共
施
設
の
整
備
や
教
育
施

設
の
耐
震
化
な
ど
ハ
ー
ド
面
に
つ
き
ま
し

て
は
、
歴
代
町
長
の
施
策
の
お
か
げ
を
も

ち
ま
し
て
ほ
ぼ
終
了
し
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
は
、
教
育
や
福
祉
等
、
ソ
フ
ト
面
の
充

実
、
更
に
大
災
害
に
備
え
る
た
め
の
防
災
、

減
災
対
策
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
次
の
四
つ
の
柱
を
軸
に

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
「
町
ぐ
る
み
子
育
て
支

援
の
強
化
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
教
育
委
員

会
、
保
健
福
祉
課
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
が

実
施
し
て
い
る
子
育
て
支
援
策
や
各
教
育

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
乳
幼
児
か
ら

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
支
援
策
を
統
一
的

に
捉
え
、
和
木
町
独
自
の
支
援
計
画
、
教

育
計
画
の
策
定
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
教
育
機
関
の
連
携
と
充
実
」

で
ご
ざ
い
ま
す
。
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、
将
来
的
に

幼
小
中
の
一
貫
教
育
の
導
入
を
実
現
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
に
向
け
、

Ａ
Ｅ
Ｔ
を
活
用
し
た
英
語
教
育
の
強
化
な

ど
教
育
面
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
「
町
民
の
健
康
と
体
力
の
向

上
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
県
境
を
流
れ
る
小

瀬
川
は
、
四
境
の
役
の
一
つ
、
芸
州
口
の

戦
い
が
行
わ
れ
た
歴
史
的
に
も
と
て
も
重

要
な
一
級
河
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
河

川
敷
を
照
明
の
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
整
備
し
、
町
民
の
皆
様
の
健
康

づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
の
向
上
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

「活力ある和木町・
　　魅力ある和木町」を
    　　　　　　めざして

就任のあいさつ

米本正明

　

四
つ
目
は
「
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
」

で
ご
ざ
い
ま
す
。
万
が
一
に
備
え
、
災
害

時
に
機
能
す
る
防
災
本
部
を
役
場
内
に
整

備
し
、
災
害
時
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ

う
危
機
管
理
の
専
門
知
識
を
持
つ
職
員
を

育
て
る
と
と
も
に
、
町
内
の
自
主
防
災
組

織
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

以
上
、
四
つ
の
柱
を
軸
に
職
員
と
一
枚

岩
に
な
っ
て
取
り
組
み
、
町
民
の
皆
様
の

付
託
に
お
応
え
し
て
参
る
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
方
の
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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12年間
ありがとうございました

退任のあいさつ

古木哲夫

平成13年
平成15年
平成16年
平成17年
平成18年
平成19年
平成20年

平成22年

平成23年
平成24年

平成25年

和木町長に就任
和木美術館オープン
保育所給食の特区認定
関々バイパス開通
幼保一元化開始
ＩＳＯ９００１認証を取得
ＪＲ和木駅開業
和木トンネル通行開始
和木中学校新校舎落成式
ふれあい工房クローバーが開所
グループホームわきあいあい苑開所
おいでませ！山口国体銃剣道競技会の開催
和木町体育協会設立60周年記念
全国ラジオ体操実施
和木小学校新校舎落成式
和木町長を退任

9月
12月
6月
11月
4月
3月
3月
4月
3月
5月
10月
10月
7月

3月
9月

　

実
り
の
秋
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
に

は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
、
お
喜
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
日
ま
で
町

政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
な
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
た
く
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
九
月
十
八
日
を
も
ち
ま

し
て
和
木
町
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
三
年
九
月
に
和
木
町
長
に
就

任
し
て
以
来
、
幼
時
か
ら
高
齢
者
に
至

る
ま
で
幅
広
く
、
こ
の
町
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
、
心
か
ら
安
ら
ぎ
を
感
じ
る

「
安
心
の
町
」、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
担
う
子
ど
も
達
や
若
者
が
、
故
郷

を
愛
す
る
心
と
、
住
み
よ
さ
を
求
め
て

和
木
町
に
定
住
し
、
二
十
一
世
紀
に
お

け
る
和
木
町
が
、
住
み
よ
さ
抜
群
と
、

活
力
に
満
ち
た
豊
か
で
住
み
良
い｢
夢
の

あ
る
町｣

と
な
る
よ
う
、
皆
様
と
と
も
に
、

安
心
と
夢
が
共
に
あ
る
個
性
豊
か
な
町

づ
く
り
の
た
め
の
諸
施
策
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
、
私
は
こ
れ
ま
で
町
づ
く
り

に
取
り
組
む
視
点
と
し
て
、
和
木
町
の

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
私
な
り
に
考
え

た
重
要
な
施
策
の
進
め
方
と
し
て
、
①

和
木
町
の
特
色
を
活
か
し
た
主
体
性
の

確
立
、
②
福
祉
と
教
育
・
文
化
の
向
上
、

③
経
済
の
活
性
化
と
基
盤
整
備
、
④
保

健
衛
生
と
環
境
整
備
、
⑤
住
民
参
加
と

役
割
分
担
、
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
軸

に
し
て
、
町
制
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

終
始
一
貫
お
約
束
を
し
、
遮
二
無
二
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
平
成
の
大
合
併
と
三
位
一

体
改
革
や
、
地
域
主
権
と
分
権
改
革
、

さ
ら
に
は
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
、

加
え
て
米
軍
再
編
と
自
然
災
害
に
対
す

る
備
え
な
ど
、
ま
さ
に
激
動
と
試
練
の

三
期
十
二
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
私
が

掲
げ
た
公
約
の
全
て
に
つ
い
て
、
計
画

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
、
和
木
町

の
未
来
に
つ
な
が
る
発
展
基
盤
を
、

し
っ
か
り
と
築
き
上
げ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
か
ら
の
あ

た
た
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
と
、

心
か
ら
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
和
木
町
民
の
一
人
と
し
て
、

和
木
町
の
更
な
る
発
展
を
願
い
、
す
ご

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

か
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
交
誼
の
ほ
ど
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
和
木

町
長
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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正木キヨノさん斎木正士さん

　

昨
年
、
4
月
に
発
生
し
た
爆
発
火
災
事
故

の
際
に
話
題
と
な
り
、
多
く
の
住
民
が
不
安

を
抱
い
た
「
Ａ
Ｎ
廃
棄
触
媒
」
の
保
管
方
法

に
つ
い
て
、
三
井
化
学
㈱
は
、Ａ
Ｎ（
ア
ク
リ

ロ
ニ
ト
リ
ル
）
廃
棄
触
媒
（
劣
化
ウ
ラ
ン
を

一
部
含
む
）
保
管
倉
庫
の
移
設
と
耐
震
補
強

に
取
り
組
む
こ
と
を
報
告
し
て
い
た
。

　

8
月
30
日
、
同
社
は
、
移
転
し
強
靭
に
新

築
さ
れ
た
保
管
倉
庫
を
住
民
や
行
政
機
関
、

マ
ス
コ
ミ
等
に
公
開
し
説
明
を
行
っ
た
。

　

新
し
く
建
設
さ
れ
た
倉
庫
は
、
現
在
の
住

居
地
域
と
の
境
界
付
近
か
ら
約
3
5
0
ｍ
工

場
敷
地
内
の
海
側
に
移
動
し
、
厚
さ
20
㎝
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
耐
火
性
に
優

れ
、
震
度
7
の
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
想
定
さ
れ
る
最
大
の
津
波
の
際
に
も
浸

水
し
な
い
。
庫

内
に
据
え
ら
れ

る
保
管
ラ
ッ
ク

も
耐
震
性
が
高

く
、
地
震
の
際

も
保
管
用
ド
ラ

ム
缶
が
転
倒
す

る
怖
れ
も
な

い
。
な
お
、
倉

庫
内
の
保
管
物

の
移
動
は
、
来

年
1
月
中
旬
ま
で
の
予
定
。

　

現
倉
庫
内
外
で
の
放
射
線
量
測
定
結
果
は

毎
月
、
町
に
報
告
が
あ
る
が
、
そ
の
放
射
線

量
は
自
然
界
に
存
在
す
る
も
の
と
変
わ
り
な

く
問
題
は
な
い
。

　

次
の
方
々
が
、
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
町
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

9
月
20
日　

正
木
キ
ヨ
ノ
さ
ん

9
月
21
日　

斎
木
正
士
さ
ん

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

三
井
化
学
㈱
倉
庫
を
公
開

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰
　

9
月
9
日
の
「
救
急
の
日
」
に
ち
な
み
、

和
木
町
役
場
職
員
の
片
山
真
梨
主
事
が
、

岩
国
地
区
消
防
組
合
か
ら
一
日
救
急
隊
員

に
委
嘱
さ
れ
、
東
出
張
所
に
配
属
さ
れ
た
。

　

重
本
出
張
所
長
か
ら
任
務
の
概
要
の
説

明
を
受
け
た
後
、
実
際
に
救
急
車
に
乗
り

込
み
、
車
内
に
備
え
付
け
ら
れ
た
血
圧
・

脈
拍
等
の
測
定
モ
ニ
タ
ー
の
扱
い
方
、
担

架
で
の
移
送
や
人
工
呼
吸
等
の
訓
練
を
受

け
た
。

　

片
山
隊
員
は
「
救
急
隊
員
は
、
私
た
ち

の
命
を
救
う
た
め
、
日
々
、
車
両
や
機
材

の
点
検
・
整
備
、
反
復
訓
練
、
自
己
管
理

に
努
め
、
迅
速
か
つ
正
確
な
緊
急
出
動
に

備
え
て
お
り
、
頼
も
し
く
感
じ
た
」
と
話

し
て
い
た
。

ま
ち
の
話
題

「
救
急
の
日
」一
日
救
急
隊
員

　

9
月
7
日
か
ら
美
術
館
で
、
和
木
町
制

施
行
40
周
年
記
念
の
イ
ラ
ス
ト
を
手
掛
け

た
、
世
界
的
に
活
躍
し
て
い
る
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

の
会
社
「
Ｉ
Ｃ
４
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
」
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
や
細
か
い
イ
ラ
ス
ト
を
中
心
に

展
示
し
て
い
る
。

　

7
日
と
8
日
に
は
広
島
菓
子
博
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
か
し
な
り
く
ん
」
と
「
ス
イ
ー

ツ
姫
」
も
登
場
し
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
。

２
人
は
10
月
5
日
、
6
日
に
も
登
場
す
る
。

ま
ち
の
話
題

ア
イ
シ
ー
フ
ォ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

細
か
い
イ
ラ
ス
ト
の
お
し
ご
と
展

　

先
月
号
で
ご
案
内
し
て
お
り
ま
し
た

第
15
回
三
井
化
学
秋
ま
つ
り
で
す
が
、

諸
事
情
に
よ
り
開
催
を
中
止
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い
た

だ
い
て
い
た
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
三
井
化
学
株
式
会
社
）

三
井
化
学 

第
15
回
秋
ま
つ
り
中
止
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95 歳代表の泉洋さん

　

9
月
14
日
、
文
化
会
館
で
、
和
木
町
敬
老

会
実
行
委
員
会
（
村
上
哲
生
実
行
委
員
長
）

主
催
に
よ
り
、
町
内
在
住
の
昭
和
16
年
4
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
年
度
末
で
73
歳

以
上
の
方
）
９
９
４
名
（
男
性
３
８
８
名
、

女
性
６
０
６
名
）
を
対
象
に
、
敬
老
会
を
開

催
し
た
。

　

式
典
で
は
町
長
の
挨
拶
に
続
き
、
長
寿
の

お
祝
い
と
し
て
、
節
目
年
齢
の
代
表
者
の

方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

ま
た
、
招
待
者
を
代
表
し
、
平
中
英
夫
さ
ん

（
瀬
田
2
丁
目
）
が
開
催
の
お
礼
と
、「
こ
れ

ま
で
の
経
験
や
知
恵
な
ど
を
活
か
し
て
社
会

の
役
に
立
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
た
。

代
表
者
は
次
の
と
お
り
。

80
歳 
藤
本
幸
子
さ
ん

88
歳 
藤
村　

敏
さ
ん

95
歳 
泉　
　

洋
さ
ん

ま
ち
の
話
題

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！
「
敬
老
会
」
開
催

　

9
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
「
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
」
期
間
中
の
25
日
、
本
町
も

役
場
前
で
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
岩
国

警
察
署
、
婦
人
会
、
岩
国
交
通
安
全
協
会
和

木
分
会
の
会
員
、
町
内
企
業
の
方
々
、
幼
稚

園
児
な
ど
が
参
加
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
呼
び
か
た
。

　

特
に
、
幼
稚
園
児
に
よ
る
元
気
な
呼
び
か

け
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
思
わ
ず

に
っ
こ
り
し
て
い
た
。

　

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
は
交
通
死
亡
事
故
、
重

大
事
故
の
減
少
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま

す
。
悲
惨
な
事
故
が
１
件
で
も
少
な
く
な
る

よ
う
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
安
全
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
話
題

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施

　

9
月
19
日
、
和
木
町
沖
で
町
と
漁
業
組
合

（
藤
川
鞆
道
組
合
長
）
が
共
同
で
キ
ジ
ハ
タ

（
通
称
ア
コ
ウ
）
の
稚
魚
（
体
長
約
5
㎝
）

１
千
匹
を
放
流
し
た
。
こ
の
キ
ジ
ハ
タ
は
、

市
場
価
値
及
び
放
流
効
果
が
高
い
こ
と
か

ら
、
種
苗
（
小
さ
な
キ
ジ
ハ
タ
）
の
生
産
拡

大
と
県
内
全
域
で
の
放
流
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　

な
お
、
10
月
1
日
か
ら
、
山
口
県
の
海
域

で
は
、
資
源
の
増
大
を
目
的
と
し
て
、
体
長

30
㎝
未
満
の
キ
ジ
ハ
タ
の
採
捕
を
禁
止
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

キ
ジ
ハ
タ
の
稚
魚
を
放
流

男性

17 人

8 人

3 人

0 人

1 人

37 人

10 人

11 人

4 人

1 人

今年度８０歳になら
れる方

今年度８８歳になら
れる方

今年度９５歳になら
れる方

今年度９９歳になら
れる方

今年度１００歳になら
れる方

女性
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、町の財政状況を判断する財政指標
を、公表します。
　これは、町財政の実態を明らかにし、財政悪化の兆候が見られた場合に、住民自治の機能を
働かせ、財政規律の確立を図っていくことを目的とします。

■健全化判断比率■
　健全化判断比率は、①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比率
の４つの指標で構成されており、この比率がそれぞれ「早期健全化基準」を超えれば財政健全化計
画の作成が必要となり、更に、「財政再生基準」を超えると財政再生団体になります。
　平成２４年度において、和木町は４つの比率とも早期健全化基準を下回る数値となっています。

①実質赤字比率………一般会計等の赤字額の標準財政規模に対する割合
②連結実質赤字比率…全会計を対象とした赤字額の標準財政規模に対する割合
③実質公債費比率……一般会計等が負担する借入金の返済額等の標準財政規模に対する割合
④将来負担比率………一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合
※標準財政規模…その地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる経常的一般財源の規模

■資金不足比率■         
　資金不足比率は公営企業会計の健全性を判断する指標で、経営健全化基準を超えれば経営健全化
計画の作成が必要となります。
　平成２４年度において、簡易水道、公共下水道会計ともに資金不足はありません。

※資金不足額がないため、資金不足比率は「-」と表示しています。
資金不足比率………公営企業会計の資金不足額の事業規模（事業収入）に対する割合

指　標　名

指　標　名

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

（黒字）

（黒字）

10.0％

55.3％

15.00％

20.00％

25.0％

350.0％

20.00％

30.00％

35.0％

和木町 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

Ｈ19

（黒字）

（黒字）

14.1％

68.3％

Ｈ21

（黒字）

（黒字）

13.7％

89.2％

Ｈ20

（黒字）

（黒字）

13.3％

98.4％

Ｈ22

（黒字）

（黒字）

12.7％

60.8％

Ｈ23

（黒字）

（黒字）

11.3％

60.7％

Ｈ24

（黒字）

（黒字）

10.0％

55.3％

会　計　名

簡易水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計

－

－

20.0％

20.0％

和木町 経営健全化基準

○平成19年度決算からの指標の推移
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■個人住民税の特別徴収とは、所得税の源泉徴収と同様に、給与支払者が毎月従業員に支払う給与から、個人
住民税を徴収（引き落とし）し、個人住民税の納税義務者である従業員（給与所得者）に代わって、納入し
ていただく制度です。

≪メリット≫
・従業員一人ひとりがわざわざ金融機関へ納税に出向く手間を省くことができ、納め忘れの心配がありま
せん。
・普通徴収の納期が年４回であるのに対し、特別徴収は年１２回なので従業員の１回あたりの納税額が少
なくてすみます。

■地方税法では、原則として、所得税を源泉徴収している事業者（給与支払者）は、従業員の個人住民税を
特別徴収しなければならないこととされています。

　毎年５月に特別徴収義務者あてに「特別徴収税額決定通知書」をお送りしますので、その税額を毎月の給
与から徴収し、翌月の１０日までに合計額を各従業員の住所地の市町へ納入していただきます。

　手続きの詳細は、税務課（☎５２－２１９３）までお問合せください。

事業主の皆さまへ 「個人住民税」特別徴収実施のご案内

《特別徴収による納税の仕組み》

従業員 事業所 市 町
特別徴収税額の通知
（5月31日まで）

給与支払いの際に
税額を徴収
6月から翌年の5月まで
毎月の給与支払日

❸

❹

給与支払報告書の提出
（1月31日まで）❶

特別徴収税額の通知
（5月31日まで）❸
税金の納入　　　
　（翌月10日まで）❺

税額の計算❷

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、若年者納付猶予、学生納付特例の承認を
受けられた期間がある場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（６５歳から受けられる年金）
の受け取り額が少なくなります。そこで、将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、１０年以内
であれば遡って古い月分から納める（追納）ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納されると、当時
の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。

○一部免除を受けた期間は、残りの納付すべき保険料が納付されていなければ追納はできません。
○「若年者納付猶予・学生納付特例期間」が「法定免除・申請免除期間」より先に経過した（古い）
月分である場合は、「若年者納付猶予・学生納付特例期間」が優先します。
○「法定免除・申請免除期間」が「若年者納付猶予・学生納付特例期間」より先に経過した月分であ
る場合は、どちらを優先して納めるか本人が選択できます。
○「若年者納付猶予・学生納付特例期間」の中では、先に経過した月分から納めることになります。
○「法定免除・申請免除期間」の中では、先に経過した月分から納めることになります。

問合せ　岩国年金事務所（☎２４－２２２２）
　　　　保健福祉課（☎５２－２１９５）
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家庭の元気応援
キャンペーン
キャラクター
『ファミリン』

427

　８月２８日、和木町子ども会育成連絡協議会（吉田浅美会長）では、
夏休み特別企画としてグリコ乳業広島工場での工場見学を開催しました。
　見学には保護者を含め約３０人が参加し、製品が出荷されるまでの過
程を見学しました。

　山口県では、「早寝早起き朝ごはん　本を読んで外遊び　みんな
仲良く今日も元気」をスローガンに、「家庭の元気応援キャンペーン」
を展開し、望ましい家庭教育の実践へ向けて機運を高めるとともに、
地域や社会全体で支え合う環境づくりを進めています。
★早寝早起き朝ごはんなどの基本的生活習慣を身に付けましょう。
★家族がふれあう機会を大切にしましょう。
★家庭で手伝いを進んでしましょう。
★父親の家庭教育への参加を進めましょう。
問合せ　山口県教育庁社会教育・文化財課
　　　　☎083－933－4661

町子連工場見学町子連工場見学

10月は「やまぐち家庭教育支援
強化月間」です！！
10月は「やまぐち家庭教育支援
強化月間」です！！

　7月 28日の豪雨災害に際しまして、各
家庭を訪問させていただき、支援金のお
願いをいたしましたところ、３５８，３５９
円の支援金が集まりました。
　皆様のあたたかいご支援・ご協力あり
がとうございました。

和木町婦人会　会長　西田敏子

豪雨災害支援金のお礼豪雨災害支援金のお礼
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伊兼源太郎著
葉室麟著
池上永一著
東野圭吾著
藤野可織著
鹿島田真希著

よしもとばなな著

原田マハ著
柚木麻子著

ヒラリー・マンテル著　宇佐川晶子訳

斉藤洋作　田中六大絵

エンリコ・カサローザ作・絵　堤江美訳
舟崎克彦作　出久根育絵

あきやまただし作・絵

ハーヴ＆ケーテ・ツェマック文
マーゴット・ツェマック絵　福本友美子訳

竹下文子作　鈴木まもる絵

かこさとし作・絵
斉藤洋作　宮本えつよし絵
江國香織文　松田奈那子絵

小和田泰経編

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

＜CD＞
☆佐村河内 守 交響曲第 1番《HIROSHIMA》大友・東響
☆Ａ NUDE/ 山下智久
☆25th Anniversary　BEST ALBUM

GREATEST ANTHOLOGY/ 氷室京介
☆Love Collection　～mint～/ 西野カナ
☆Love Collection　～pink～/ 西野カナ
☆テレサ・テン全曲集～ふたたび（再来）/テレサ・テン
☆FANTASTIC GIRLS/ＫＡＲＡ
☆POPMAN'SWORLD～All Time Best 2003-2013

/ スキマスイッチ
☆遊音倶楽部 /絢香
☆あまちゃん　歌のアルバム

＜一般書＞
『アンフォゲッタブル』
『さわらびの譜』
『黙示録』
『祈りの幕が下りる時』
『おはなしして子ちゃん』
『ハルモニア』
『スナックちどり』

『ユニコーン　ジョルジュ・サンドの遺言』

『伊藤くん　AtoE』
『罪人を召し出せ』

＜児童書・絵本＞　
『でんしゃに　のろう』　
『ルナ　おつきさんのおそうじや』

『クレヨンマジック』
『だちょうのたまごにいちゃん』

『おひめさまとカエルさん』

『でんしゃが　きた』
『どろぼうがっこう　ぜんいんだつごく』

『まちのおばけずかん』
『ちょうちょ』
『ずかん　武具』

10月の休館日

4
6 117

1 2
9

3
10
17 18 19

23 24 25 26
27 28 29 30 31

2220 21

5

13 14 15 16
128

日　時　10月19日（土）
　　　　１０時３０分～１１時
　　　　おはなし会サークル
　　　　　　　　　「ゆびとま」

対象者　幼児・小学生

場　所　図書館おはなしの部屋

問合せ　図書館（☎５４－０２２２）

おはなし会☆臨時休館のお知らせ☆☆臨時休館のお知らせ☆
　10月7日㈪～10月14日㈪は蔵書
点検のため休館となります。
　大変ご迷惑をおかけしますが、
ご協力をお願いいたします。
　なお、休館中の返却は可能です
ので、1階事務所前の返却ポストへ
お願いします。
※破損の恐れがあるため、CD・DVD・
紙芝居は総合コミュニティセンター事
務所窓口へ直接お返しください。

2013年度の図書館まつりを、11月16日（土）に開催します。
詳しくは、図書館カウンターにて配布のちらし及び来月の広報を
ご覧ください。

《標語》
　　本と旅する　本を旅する
　児童小説の感想や紹介文を
募集します！

図書館まつりの
お知らせ
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「
食
欲
の
秋
」「
読
書
の
秋
」「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」。

今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
か
っ
た
で
す
が
、
お
だ
や

か
な
気
候
の
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
適
度
な
運
動
が
体
に

良
い
こ
と
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
習
慣
付
け
る
の

は
難
し
い
で
す
よ
ね
。
で
も
、
こ
れ
か
ら
先
も
健

康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
や
は
り
食
事
と
運

動
、
休
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
比
較
的
負
担
の
少
な
い

運
動
で
あ
れ
ば
、
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
歩
く
こ

と
が
で
き
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や
気
分
転
換
に
も
役

立
ち
ま
す
。

　

10
月
1
日
〜
31
日
ま
で
は
「
健
康
福
祉
月
間
」

で
す
。
健
康
に
つ
い
て
振
り
返
る
機
会
に
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

インフルエンザ予防接種インフルエンザ予防接種インフルエンザ予防接種

～乳がん・子宮がん検診を受けましょう～
　乳がん、子宮がんは早期に発見できれば完治の可能性
が高い病気です。自覚症状がなくても定期的にがん検診
を受けましょう。
和木町実施の乳がん・子宮がん検診
●乳がん検診
　年度途中の申し込みが可能です。対象は４０歳以上
（平成２５年４月１日時点）の女性です。ご希望の方は
保健相談センターにお問合わせください。
●子宮がん検診
　集団健診のため、今年度の日程は終了しました。来年
度のご案内は平成２６年４月に発送します。対象は２０
歳以上（平成２５年４月１日時点）の女性です。

　１０月５日、岩国錦帯橋空港がピンクにライトアップ
されるイベントに、ウォーキングで参加しませんか？
申し込みは１０月４日まで。詳しくは保健相談センター
にお問合わせください。
　　　　　　　保健相談センター（☎５２－７２９０）

やまぐちピンクリボン月間

 「和木町健やか安心事業」として、中学３年生と高校
３年生を対象に、インフルエンザ予防接種の費用を助成
します。
接種期間　１０月１日㈫から２月２８日㈮まで
指定医療機関　木村医院・中村クリニック
対象者　和木町に住民票がある中学３年生と高校３年生
の希望者
助成回数　１人１回まで
　※予診のみの場合は対象となりません。
申込み　個別通知に同封の申請書に必要事項を記入し、
接種券の交付を受けてください。申請時、印鑑が必要
です。
注意事項　任意予防接種のため、予防接種法による健康
被害救済制度の適応はありません。
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

　子育て中の方同士で、おしゃべりしながら、お
子さまランチをつくってみませんか？
日　時　１０月１８日㈮　９：３０～１３：００
場　所　保健相談センター
内　容　食事についてのお話・情報交換
調理実習　～ヘルシー☆お子さまランチ～
対象者　おおむね２～３歳児とその保護者
食材料費　５００円程度
持ってくる物　母子健康手帳･エプロン･手拭タオ
ル･ふきん
　※お子さんが使い慣れているスプーンや箸、
　　エプロン等があれば、ご準備下さい。
申込期限　１０月１１日まで
募集組数　先着８組まで
◆食物アレルギー等がある場合は、申込みの際に
お申し付けください。
申込先　保健相談センター（☎５２－７２９０）

｢幼児食教室｣の
ご案内

　町内の満65歳以上の方を対象に、イン
フルエンザ予防接種を実施します。
実施期間　10月１日㈫～２月28日㈮
実施医療機関　木村医院・中村クリニック
※町外の医療機関にて接種を希望される場合は､事
前に保健相談センターにお問い合わせください。
対象者　和木町に住民票がある満65歳以上の方
※60歳以上65歳未満の方でも、心臓､腎臓または
呼吸器の機能障害で身体障害者手帳１級程度の障
害のある人、またはヒト免疫不全ウイルスにより
免疫の機能に日常生活が不可能な程度の障害のあ
る人は接種できます。
自己負担額　1,050円
　　　　　　（ただし、生活保護受給者は無料）
問合せ　保健相談センター（☎52-7290）

①ウォーキング
と　き　10月25日㈮　13：30～15：00
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・タオル・お茶
申込期限　10月23日㈬まで　
②ヨガ
と　き　11月15日㈮　13：30～15：00
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・タオル・
　　　　お茶・バスタオル
申込期限　11月13日㈬まで　
会場および問合先　
　　　　保健相談センター（☎５２－７２９０）

元気アップ教室元気アップ教室

高齢者インフルエンザ予防接種高齢者インフルエンザ予防接種
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行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

1歳６ヵ月児健診
３歳児健診
プレイルーム
幼児食教室★
健康相談

プレイルーム
すくすく計測相談会
元気アップ教室★
プレイルーム
健康相談

プレイルーム
筋肉量チェックと小瀬川ウォーキング★

プレイルーム
元気アップ教室★

12：45～ 13：00

10：00～ 15：00
 9：30～13：00
 9：30～10：30
10：00～ 15：00
13：30～ 14：30
13：30～ 15：00
10：00～ 15：00
 9：30～ 10：30
10：00～ 15：00
13：00～ 16：00
10：00～ 15：00
13：30～ 15：00

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

10月16日㈬

17日㈭
18日㈮
23日㈬

24日㈭

25日㈮
31日㈭

11月 7日㈭

8日㈮
14日㈭
15日㈮

　★は申込みが必要です。

平成24年３月～４月生まれ
平成22年９月～１０月生まれ
乳幼児とその保護者の方

おおむね２～３歳児とその保護者の方
一般の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方
一般の方（詳細は19ページ）
乳幼児とその保護者の方

一般の方

（10月16日～11月15日）

●作り方
①下準備
米…洗米し、炊く
玉ねぎ・にんじん・ピーマン…７㎜角に切る。
鶏もも肉…皮をはずし、ひと口大に切る。
バジル…細かく刻む
②炒める
フライパンにごま油を熱し、鷹の爪、にんにく、鶏肉を
中火で炒める。火が通ったら、たまねぎ、にんじん、
ピーマンを加えてさらに炒める。混ぜ合わせたⓐで味付
けをして、最後にバジルを和える。
③目玉焼きを作り、仕上げる
フライパンに卵を落とし、10秒ほど待った後、水を少し
足して、白身が白くなるまで蓋をし、目玉焼きを作る。
出来上ったら、半分に切って、②と一緒に器に、盛り付
けたご飯にのせて、仕上げる。

（１人分エネルギー474キロカロリー）
ガバオライスとは、鶏肉を甘辛いソースとバジルで炒めた
物をご飯にのせたタイ料理です。

（和木町食生活改善推進協議会　３班）

米………………………２合
鶏もも肉…………３２０ｇ
にんじん……………６０ｇ
ピーマン……………６０ｇ
たまねぎ…………２００ｇ
生バジル………１０枚程度
（乾燥バジルでも可）

卵（Ｓ玉）………………２個
鷹の爪（輪切り）……２個分
おろしにんにく…小さじ２
ごま油……………小さじ１

和風ガバオライス（材料４人分）

10月

　薄口しょうゆ………大さじ１
　オイスターソース…大さじ１
　塩…………………小さじ1/6
　こしょう…………………少々
　みりん………………大さじ１
　砂糖…………………大さじ１

ⓐ

　町内の満７５歳以上の方を対象に、肺炎球菌ワクチ
ン接種料を助成します。
期　間　１０月１日㈫～３月３１日㈪
対象者　以下、①～③すべてに該当する方
①和木町に住民票がある満７５歳以上の方
②過去５年間､本助成制度による接種を受けたこと
がない方
③肺炎球菌ワクチンについて医療保険適応のない方
助成額の上限　３，０００円
※助成額を超える部分の接種料は自己負担

申込み　保健相談センターに備え付けてある申請書
（ホームページからもダウンロード可）に記入し、提
出してください。一週間程度のち、助成券と実施医
療機関一覧表を送付します。接種の際は事前に医
療機関に連絡し、助成券及び健康保険証を持参の
上接種を受けてください。
実施医療機関　木村医院・中村クリニック　
※町外の医療機関については、助成券と一緒に
送付する実施医療機関一覧表をご覧ください。

＜注意事項＞
・助成券を使っても無料にはなりません。
・助成を受けるためには、接種前に申請手続きが必
要です。

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

高齢者肺炎球菌
ワクチン接種料助成事業
高齢者肺炎球菌
ワクチン接種料助成事業
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は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行

く
時
と
て
も
不
安
で
し
た
。

自
分
の
英
語
力
で
大
丈
夫
な
の
か
・

食
生
活
な
ど
が
心
配
で
し
た
。
で

も
、
一
日
目
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
気
軽
に
話
し
て
く
れ
た
の
で
気

持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
友
達
と
話
し
て

い
る
と
、
分
か
ら
な
い
単
語
が
た

く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
辞
書
で

調
べ
る
と
分
か
り
や
す
い
単
語
に

言
い
換
え
て
も
ら
っ
て
話
し
ま
し

た
。
で
も
、
話
す
ス
ピ
ー
ド
は
速

か
っ
た
の
で
少
し
ゆ
っ
く
り
話
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
彼
ら
の
お
か

げ
で
、
こ
れ
か
ら
先
の
生
活
が
楽

し
み
に
な
り
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
の

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

ス
ト
シ
ス
タ
ー
と
は
た
く
さ

ん
遊
ん
だ
り
話
し
た
り
し
ま

し
た
。
折
り
紙
は
、
一
番
「
し
ゅ

り
け
ん
」
を
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

〝
に
ん
じ
ゃ
す
た
ー
〞と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
語
に
と
て

も
興
味
が
あ
っ
た
み
た
い
で
、
た

く
さ
ん
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。〝
一

番
〞と〝
か
わ
い
い
〞と〝
な
ん
で
も
〞

と
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
よ

な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
で
踊
っ
た
モ
モ

ク
ロ
の
ダ
ン
ス
を
と
て
も
気
に

入
っ
て
く
れ
て
踊
っ
て
く
れ
た
の

を
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
最
後
に

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
〝I m

iss 
you

〞
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
優
し
く

て
お
も
し
ろ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
と

て
も
大
好
き
で
す
！！！

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
別
れ
る

時
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
を
も
ら
っ
て
泣
き
ま
し

た
。
私
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
を
あ
げ
る
と
、泣
い
て
い
ま
し
た
。

　

本
当
に
別
れ
る
の
が
さ
み
し
く

て
、
悲
し
か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら

絶
対
に
ま
た
行
き
た
い
で
す
。
す

ご
く
い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　
８
月
11
日
か
ら
25
日
ま
で
、
和
木

中
学
校
の
生
徒
15
名
が
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ハ
モ
ン
ド
ビ
ル
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
、
国
際
交
流
を
行
っ
た
。

僕

ホ

ホ

生徒の感想
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わき愛あい
フェスティバル
わき愛あい
フェスティバル

■関ヶ浜・緑ヶ丘　方面 特別便
行　　　　　　き

関 ヶ 浜
浄 水 場

関 ヶ 浜
浄 水 場

7：30
8：00
8：30
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00

宗 永 寺 宗 永 寺

7：32
8：02
8：32
9：02
10：02
11：02
12：02
13：02
14：02

緑ヶ丘住宅 緑ヶ丘住宅

7：35
8：05
8：35
9：05
10：05
11：05
12：05
13：05
14：05

役 場 前 役 場 前

7：40
8：10
8：40
9：10
10：10
11：10
12：10
13：10
14：10

帰　　　　　　り

10：30
11：30
13：30
14：30
15：30
16：00

10：20
13：00
14：00
15：00
15：50

10：40
13：20
14：20
15：20
16：10

10：38
13：18
14：18
15：18
16：08

10：37
13：17
14：17
15：17
16：07

10：35
13：15
14：15
15：15
16：05

10：30
13：10
14：10
15：10
16：00

10：28
13：08
14：08
15：08
15：58

10：35
11：35
13：35
14：35
15：35
16：05

10：38
11：38
13：38
14：38
15：38
16：08

10：40
11：40
13：40
14：40
15：40
16：10

■三井化学体育館前・和木駅方面 特別便
行　　　　　　き

三 井 化 学
体 育 館 前

三 井 化 学
体 育 館 前

7：30
8：00
8：30
9：00
9：30
10：00
11：00
12：00
13：00

郵 便 局 前 郵 便 局 前

7：36
8：06
8：36
9：06
9：36
10：06
11：06
12：06
13：06

和 木 駅 和 木 駅

7：38
8：08
8：38
9：08
9：38
10：08
11：08
12：08
13：08

役 場 前役 場 前

7：40
8：10
8：40
9：10
9：40
10：10
11：10
12：10
13：10

帰　　　　　　り

10：30
11：30
13：30
14：30
15：30
16：00

10：32
11：32
13：32
14：32
15：32
16：02

10：34
11：34
13：34
14：34
15：34
16：04

10：40
11：40
13：40
14：40
15：40
16：10

■大谷・瀬田・蜂ヶ峯・つつじヶ丘方面 特別便
行　　　　　　き

大 谷 旭ヶ丘入口 瀬 田 分 館 坂 根 入 口 蜂 ヶ 峯 つつじヶ丘 役 場 前

帰　　　　　　り

大 谷旭ヶ丘入口瀬 田 分 館坂 根 入 口蜂 ヶ 峯つつじヶ丘役 場 前

無料臨時バス時刻表

日時　11月3日㈰ ９時～　場所　中学校グラウンド

11月3日㈰
特別便

7：30
8：30
9：30
11：30
13：30

7：32
8：32
9：32
11：32
13：32

7：33
8：33
9：33
11：33
13：33

7：35
8：35
9：35
11：35
13：35

7：40
8：40
9：40
11：40
13：40

7：42
8：42
9：42
11：42
13：42

7：50
8：50
9：50
11：50
13：50

※あいあいバスも無料運行しています。
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スポーツの秋 完全燃焼スポーツの秋 完全燃焼

　

9
月
8
日
、
和
木
中
体
育
祭
が
、
9
月
22
日
、

和
木
小
秋
季
大
運
動
会
が
、
い
ず
れ
も
和
木
中

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　

中
学
生
は
、
雨
に
た
た
ら
れ
十
分
な
練
習
も

で
き
な
い
ま
ま
、
本
番
に
臨
む
こ
と
に
な
っ
た

が
、
言
い
訳
も
せ
ず
紅
白
隊
長
の
も
と
一
致
団

結
し
、
応
援
合
戦
や
団
体
演
技
に
取
り
組
ん
だ
。

男
子
生
徒
に
よ
る
組
立
体
操
は
、
今
年
も
力
強

く
四
重
の
塔
を
立
ち
上
げ
た
。　

　

女
子
生
徒
は
、
ダ
ン
ス
の
得
意
な
リ
ー
ダ
ー

を
中
心
に
、
ア
ン
コ
ー
ル
が
沸
き
起
こ
る
ま
で

に
完
成
さ
れ
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し

会
場
を
魅
了
し
た
。
し
か

し
、
騎
馬
戦
に
な
る
と
女

の
本
性
を
剥
き
出
し
、
会

場
も
凍
り
つ
く
ほ
ど
の
激

し
い
バ
ト
ル
を
繰
り
広

げ
た
。

　

一
方
、
小
学
生
は
、
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
も
3
年
目
と
い
う
事
も
あ

り
、
要
領
よ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め

て
い
っ
た
。

　

個
人
の
徒
競
争
だ
け
で
な
く
、
工

夫
し
た
応
援
合
戦
や
各
学
年
ご
と
の

ダ
ン
ス
や
踊
り
な
ど
で
会
場
に
笑
顔

を
与
え
て
く
れ
た
。

　

児
童
代
表
に
よ
る
高
齢
の
招
待
者

へ
の
立
派
な
挨
拶
も
で
き
、「
思
い

を
力
に　

絆
を
深
め　

Ｖ
サ
イ
ン
」

と
い
う
児
童
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
実
践

し
て
見
せ
た
。
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岩
国
・
大
竹
地
区
障
害
者
就
職
面
接
会

司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
問
題

及
び
相
続
登
記
等
無
料
電
話
相
談
会

子
育
て
サ
ロ
ン
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

〜
親
子
で
遊
び
、
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

日　

時
▼
11
月
8
日
㈮
9
時
30
分
〜
12
時

場　

所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

相
談
員
▼

　

和
木
町
人
権
擁
護
委
員　

竹
本
講
治

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭

の
貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　

国
土
交
通
省
「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
基
盤
強
化
事
業
」
の
一
環
で
あ
る
「
賃
貸

住
宅
に
関
す
る
相
談
事
業
」
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

日　

時
▼
平
成
26
年
3
月
24
日
㈪
ま
で

月
水
金　
　

15
時
〜
19
時

火
木
土
日　

13
時
〜
17
時

相
談
方
法
▼
電
話
相
談
、
面
接
相
談

相
談
料
▼
無
料

問
合
せ
▼
東
京
都
行
政
書
士
会

　

賃
貸
住
宅
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー

　

〒
1
5
0
ー
0
0
3
1

　
　

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
31
番
7
号

岡
三
桜
丘
ビ
ル
南
館
６
０
３
号
室

（
☎
0
1
2
0
ー
9
1
0
ー
1
0
9
）

　

不
妊
で
悩
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
夫
婦
の

方
々
の
相
談
を
お
受
け
す
る
た
め
、「
不
妊

専
門
相
談
会
」
を
行
い
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を
広
く
国

民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
10
月
21
日
㈪
か
ら
27
日

㈰
ま
で
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、
各

種
行
事
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

和
木
町
で
は
、
こ
の
「
行
政
相
談
週
間
」

に
先
立
ち
、
沖
永
保
之
行
政
相
談
委
員
が
行

政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日　

時
▼
10
月
17
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場　

所
▼
町
民
相
談
室

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕
事
な
ど

に
つ
い
て
、「
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」、

「
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
」、「
ど
こ

に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の

困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
山
口
行
政
評
価
事
務
所
で
も
、
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
電
話
、
手
紙
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
い
ず
れ
で
も

相
談
で
き
ま
す
。）

●
総
務
省
山
口
行
政
評
価
事
務
所

住
所
▼
〒
7
5
3
ー
0
0
8
8

　

山
口
市
中
河
原
町
6
ー
16

　
　

山
口
地
方
合
同
庁
舎
1
号
館

電
話
▼
0
5
7
0
ー
0
9
0
1
1
0

（
行
政
苦
情
1
1
0
番
）

　

ま
た
は
0
8
3
ー
9
3
2
ー
1
1
0
0

F
A
X
▼
0
8
3
ー
9
2
2
ー
1
5
9
3

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
▼

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki

/hyouka/soudan.htm
l

実
施
日
時
▼
10
月
5
日
㈯
、
11
月
2
日
㈯

　
　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

相
談
受
付
電
話
番
号
▼
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

0
1
2
0
ー
0
0
3
ー
8
2
1

相
談
内
容
▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

等
の
多
重
債
務
問
題
や
相
続
登
記
な
ど
の

相
続
問
題
で
お
困
り
の
方
に
、
手
続
の
ご

説
明
や
お
近
く
の
司
法
書
士
事
務
所
の
紹

介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の
ご
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

※
本
相
談
会
の
内
容
や
企
画
趣
旨
に
関
し
て

は
、
つ
ぎ
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

相
談
会
担
当　

石
丸

（
☎
0
8
3
4
ー
32
ー
9
8
6
1
）

　

相
続
税
、
贈
与
税
及
び
譲
渡
所
得
等
の
資

産
税
関
係
の
個
別
事
例
の
ご
相
談
は
、
十
分

な
時
間
を
も
っ
て
対
応
す
る
た
め
に
、
予
約

制
に
よ
り
相
談
日
時
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
予
約
の
際
は
お
名
前
、
ご
住
所
、

相
談
内
容
を
伺
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

相
談
日
時
▼
毎
週
月
曜
日　

9
時
〜
16
時

（
祝
日
及
び
1
月
〜
3
月
を
除
く
）

事
前
予
約
・
問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署

（
☎
22
ー
0
1
1
1
）

※
音
声
案
内
に
従
っ
て
「
2
」
番
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
10
月
9
日
㈬

　

14
時
30
分
〜
16
時
30
分
（
要
予
約
）

相
談
担
当
医
▼

　

徳
山
中
央
病
院
産
婦
人
科
医
伊
藤
淳
先
生

場　

所
▼

　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

相
談
室

料　

金
▼
無
料

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
増
進
課　

地
域
保
健
班

（
☎
0
8
2
7
ー
29
ー
1
5
2
3
）

　

就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
の
方
、
障
害
者

雇
用
を
考
え
て
い
る
企
業
の
方
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
10
月
18
日
㈮　

13
時
〜
16
時

会
場
▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

問
合
せ
▼
岩
国
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

子
育
て
サ
ロ
ン
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
親
子

同
士
、
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
の
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

対　

象
▼
幼
稚
園
入
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者

日　

時
▼
10
月
15
日
※
毎
月
第
3
火
曜
日

　
　
　
　

  

10
時
〜
11
時
30
分

場　

所
▼
和
木
2
丁
目
第
3
集
会
所

（
山
の
手
集
会
所
）

参
加
費
▼
1
0
0
円
（
1
家
族
に
つ
き
）

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

10
月
21
日
〜
27
日
は
行
政
相
談
週
間

特
設
人
権
相
談
所

不
妊
専
門
相
談
会
の
お
知
ら
せ

税
務
相
談
の
事
前
予
約
に
つ
い
て

賃
貸
住
宅
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
へ

各
種
お
知
ら
せ

お
こ
ま
り
な
ら
ま
る

ま
る
く
じ
ょ
ー
ひ
ゃ
く
と
う
ば
ん
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瀬
田
浄
水
場
管
理
者
募
集

町

内
一
斉

清

掃

ル
ー
ラ
ル
・
県
境
・
フ
ェ
ス
タ
開
催

●
対
象
に
な
る
人

　

次
の
ど
ち
ら
に
も
あ
て
は
ま
る
人
と
そ
の

被
扶
養
者
。

・
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
か
ら
年
金
を

受
給
で
き
る
人
で
、
そ
の
加
入
期
間
が
20

年
以
上
又
は
40
歳
以
降
に
10
年
以
上
あ

る
人

・
65
歳
未
満
で
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

●
届
出
に
必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証

・
年
金
証
書

・
印
か
ん

※「
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者
証
（
黄

緑
色
）」
に
切
り
替
え
ま
す
。

※
自
己
負
担
割
合
な
ど
は
、
一
般
の
国
保
と

同
じ
で
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　
「
ル
ー
ラ
ル
・
県
境
・
フ
ェ
ス
タ
」
は
、

和
木
町
・
岩
国
市
な
ど
の
朝
市
等
が
連
携
し
、

多
彩
で
新
鮮
な
地
域
農
産
物
や
特
産
品
の
販

売
、手
作
り
の
交
流
体
験
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

等
の
イ
ベ
ン
ト
を
地
域
内
各
地
で
一
斉
に
開

催
す
る
も
の
で
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流

を
進
め
る
目
的
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

和
木
町
で
は
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時
▼
11
月
9
日
㈯　

9
時
〜

場　

所
▼
和
木
町
役
場
西
側
駐
車
場

出　

品
▼
林
産
物
、
農
産
物
、
工
芸
品
な
ど

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

国
保
被
保
険
者
の
方
へ

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

和
木
駅
交
流
プ
ラ
ザ
及
び
和
木
駅
駐
輪
場

管
理
業
務
指
定
管
理
者
募
集

届
け
出
は
お
す
み
で
す
か
？

　

国
保
に
加
入
・
脱
退
す
る
と
き
は
、
14
日

以
内
に
保
健
福
祉
課
の
窓
口
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

　

資
格
は
、
加
入
や
脱
退
の
事
実
が
発
生
し

た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・

※
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
被
保
険
者
証
の
な
い
期
間
の
医
療
費
が
、

全
額
自
己
負
担
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
資
格
を
外
れ
た
あ
と
に
国
保
の
被
保
険
者

証
で
受
診
し
た
医
療
費
が
あ
る
場
合
、
お

返
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
届
け
出
の
際
は
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
の

上
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
社
会
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
ま
た
は
離

職
票

・
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
年
金
証
書

●
脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
社
会
保
険
の
被
保
険
者
証
（
対
象
者
全
員

分
）
又
は
資
格
取
得
証
明
書

・
国
保
の
被
保
険
者
証
（
返
却
の
た
め
）

退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
、
国
保
に
加
入
し

た
方
と
そ
の
被
扶
養
者
は
「
退
職
者
医
療
制

度
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
者
の
医
療
費
は
、
会
社
な
ど
の
健
康

保
険
か
ら
支
払
わ
れ
、
和
木
町
国
保
の
負
担

が
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

秋
の
町
内
一
斉
清
掃
を
次
の
と
お
り
実
施

い
た
し
ま
す
。
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
参
加
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

日　

時
▼
10
月
12
日
㈯　

8
時
〜

※
悪
天
候
の
場
合
は
10
月
19
日
㈯
に
延
期

○
自
治
会
長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
草
、
泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、
別
々
に

し
て
路
肩
等
に
積
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
交
差
点
の
近
く
に
は
積
ま
な
い
で

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

募
集
人
員
▼
1
人

契
約
期
間
▼

　

11
月
1
日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日

（
１
年
ご
と
更
新
）

勤
務
先
▼
瀬
田
浄
水
場

応
募
資
格
▼
和
木
町
内
在
住
者

勤
務
内
容
▼

・
９
時
頃
及
び
17
時
頃
の
２
回
、
機
械
点

検
・
水
質
記
録
等

・
定
期
的
に
場
内
の
清
掃
や
草
刈

勤
務
日
▼
毎
日　
（
土
・
日
、
祝
日
や
年
末

年
始
、
お
盆
期
間
中
も
要
勤
務
）

賃　

金
▼
月
額
４
９
，０
０
０
円

応
募
方
法
▼
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
都
市
建
設
課
に
提
出
。

申
込
期
限
▼
10
月
15
日
㈫

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
2
1
9
8
）

指
定
管
理
者
の
期
間
▼
平
成
26
年
4
月
1
日

〜
平
成
29
年
3
月
31
日
（
3
年
間
）

業
務
内
容
▼

　

和
木
駅
交
流
プ
ラ
ザ
及
び
和
木
駅
駐
輪
場

の
管
理
運
営
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
の
受
託

事
務
：
乗
車
券
の
販
売
等
）

募
集
期
間
▼
10
月
1
日
㈫
〜
31
日
㈭

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

　

こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た

方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら

借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い
て
、

町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居
住

用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建
設

ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
償

還
金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年

額
上
限
6
万
円
）
を
、
居
住
を
開
始
し
た

月
か
ら
60
ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

※
居
住
開
始
後
に
、
償
還
を
開
始
し
た
場
合

は
、
償
還
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヵ
月
間

に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
２
ヵ
月
以
内
に
、

必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
建
設
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
2
1
9
7　

内
線
4
1
1
）
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
平
成
25
年
度
秋
募
集
を
行

い
ま
す
。

募
集
期
間
▼
11
月
5
日
㈫
ま
で

　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
資
格
▼

・
海
外
青
年
協
力
隊

満
20
歳
か
ら
満
39
歳
の
日
本
国
籍
を
持

つ
方

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

満
40
歳
か
ら
満
69
歳
の
日
本
国
籍
を
持

つ
方

派
遣
期
間
▼

・
青
年
海
外
協
力
隊
▼
原
則
２
年
間

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▼
１
年
以
上

応
募
方
法
▼
所
定
の
応
募
書
類
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
郵
送

に
て
提
出
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

http://w
w
w
.jica.go.jp/volunteer/

index.htm
l

●
体
験
談
＆
説
明
会

日　

時
▼
10
月
23
日
㈬　

18
時
30
分
〜

会　

場
▼
岩
国
市
役
所
4
階　

会
議
室
43

※
無
料
、
予
約
不
要
、
入
退
室
自
由

問
合
せ
・
資
料
請
求
先
▼

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

〒
7
3
9
ー
0
0
4
6

　

東
広
島
市
鏡
山
３
ー
３
ー
１

（
☎
0
8
2
ー
4
2
1
ー
6
3
0
5
）

（　

0
8
2
ー
4
2
0
ー
8
0
8
2
）

　

今
年
度
の
被
爆
者
定
期
健
康
診
断（
下
期
）

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
▼
11
月
1
日
㈮
〜
30
日
㈯

対
象
者
▼
被
爆
者
の
方
、
被
爆
二
世
の
方

実
施
場
所
▼
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関

※
詳
し
く
は
、
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
に
は
、
予
約
の
要
否
、
時
間
帯

等
を
事
前
に
確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

持
参
物
▼

・
被
爆
者
の
方

①
被
爆
者
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康
診
断
受
診

者
証

②
健
康
保
険
証

・
被
爆
二
世
の
方

①
被
爆
二
世
健
康
診
断
記
録
表
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
印
鑑

③
健
康
保
険
証

費
用
▼
原
則
、
自
己
負
担
な
し

問
合
せ
▼

　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
班

（
☎
29
ー
１
５
２
３
）

（　

29
ー
１
５
９
４
）

　

ガ
ソ
リ
ン
の
貯
蔵
・
取
扱
い
に
お
い
て
、

尊
い
人
命
を
奪
う
重
大
な
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

次
の
留
意
事
項
を
守
り
、
貯
蔵
・
取
扱
い

に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

・
ガ
ソ
リ
ン
は
、
必
ず
専
用
の
金
属
製
容
器

に
貯
蔵
す
る
。

・
ガ
ソ
リ
ン
の
貯
蔵
・
取
扱
い
は
、
火
気
か

ら
離
れ
た
直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
通

風
、
換
気
の
良
い
場
所
で
行
う
。

・
発
電
機
等
に
給
油
す
る
時
は
、
運
転
を
停

止
し
、
周
囲
に
火
気
が
な
い
こ
と
を
十
分

確
認
し
、
安
全
な
場
所
で
行
う
。

・
ガ
ソ
リ
ン
容
器
は
、
エ
ア
調
整
ネ
ジ
を
緩

め
、
内
圧
を
抜
い
て
か
ら
栓
を
開
け
る
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

予
防
課
（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

　

毎
年
5
月
5
日
の
『
こ
ど
も
の
日
』
か
ら

の
一
週
間
を
『
児
童
福
祉
週
間
』
と
定
め
て
、

児
童
福
祉
の
理
念
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
の

各
種
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度

の
児
童
福
祉
週
間
に
向
け
て
、
そ
の
象
徴
と

な
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
こ
ど
も
未
来
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
▼
10
月
21
日
㈪
ま
で

募
集
内
容
▼
元
元
気
で
頑
張
る
子
ど
も
た
ち

を
応
援
す
る
標
語
や
未
来
に
向
け
て
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る

標
語

主
催
者
▼
厚
生
労
働
省
、
全
国
社
会
福
祉
協

議
会
、
こ
ど
も
未
来
財
団

問
合
せ
▼
こ
ど
も
未
来
財
団
事
業
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

標
語
募
集
係

（
☎
03
ー
5
5
1
0
ー
1
8
3
3
）

被
爆
者
・
被
爆
二
世
定
期
健
康
診
断

『
児
童
福
祉
週
間
』標
語
募
集
！

イ
ベ
ン
ト
会
場
等
に
お
け
る

ガ
ソ
リ
ン
の
貯
蔵
・
取
扱
い
に
つ
い
て
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大
和
橋

栄
橋小　瀬　川

和木町役場

和木中学校

郵便局

和木小学校

区域①区域②

和木町コミュニティ
センター

国
道
２
号
線

あけぼの橋あけぼの橋

40
周
年
記
念
ナ
ン
バ
ー

山
口
県
最
低
賃
金
が
変
わ
り
ま
す

　

今
年
4
月
か
ら
和
木
町
制
施
行
40
周
年
を

記
念
し
て
数
字
を
40
に
統
一
し
た
ご
当
地
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
始
め
ま
し
た
。

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
は
、
山
口
県
で
は
柳
井
市

と
美
祢
市
が
導
入
し
て
お
り
、
全
国
で
約

2
4
0
の
市
区
町
村
が
導
入
し
て
い
ま
す

が
、
数
字
を
統
一
し
た
も
の
は
全
国
で
も
和

木
町
だ
け
の
企
画
で
大
変
珍
し
い
と
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。　

　

ひ
ら
が
な
の
2
文
字
は
名
前
に
ち
な
ん
だ

も
の
な
ど
を
自
由
に
選
べ
ま
す
。
愛
用
の
バ

イ
ク
に
取
り
付
け
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

新
規
登
録
は
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
登
録
し

て
い
る
車
両
で
も
交
換
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼

●
新
規

・
売
買
証
明
書

・
印
鑑

●
譲
渡

・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　

ま
た
は
廃
車
証
明
書

・
譲
渡
証
明
書

・
売
買
者
双
方
の
印
鑑

●
交
換

・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

・
印
鑑

問
合
せ
▼
税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

問
合
せ
▼
山
口
労
働
局
賃
金
室

（
☎
０
８
３
ー
９
９
５
ー
０
３
７
２
）

交通安全対策「ゾーン３０（さんじゅう）」が始まります
　「ゾーン３０」とは、生活道路が集積している区域を「ゾーン」として
設定し、区域内道路を３０ｋｍ／ｈに制限したり、車の速度を抑制するな
ど、歩行者や自転車の安全確保を優先する交通事故防止対策を行うこと
です。
　「ゾーン３０」は、各警察署が候補地を選定し、全国各地で約３，０００ヵ
所を目標に整備が進められています。和木町では、警察署主導のもと、
道路管理者である和木町、山口県が協力して対策を実施します。

規制区域
和木地区の２エリアにおける生活道路（下図の茶色太枠内）
※国道２号線を含む白破線の区間（下図）は、規制対象外です。

導入時期
　　１０月中旬～１１月上旬

問合せ　企画総務課（☎５２－２１３６）
　　　　岩国警察署交通課（☎２４－０１１０）

設置標識等の
イメージ図

10
月
10
日
か
ら

１
時
間 

７
０
１
円
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ス
ポ
少
ソ
フ
ト
部
３
連
勝

ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト

　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
が
9
月
に
出
場
し
た
3
大
会
す
べ
て
で
他

の
チ
ー
ム
を
圧
倒
し
て
優
勝
し
た
。

　

田
尾
剛
監
督
は
、「
西
日
本
大
会
の
敗
戦

を
バ
ネ
に
全
員
一
丸
と
な
っ
て
練
習
に
励
ん

だ
結
果
が
出
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

　

出
場
大
会
は
次
の
と
お
り

・
第
37
回
読
売
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

9
月
8
日
（
横
山
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

・
第
33
回
和
木
町
近
郊
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

9
月
16
日
（
和
木
町
蜂
ケ
峯
総
合
公
園
）

・
第
27
回
岩
国
リ
ー
グ
会
長
旗
争
奪
大
会
兼

　
　

横
山
川
西
子
供
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

9
月
24
日
（
横
山
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

日　

時
▼
11
月
8
日
㈮

①
13
時
〜
15
時

②
14
時
〜
16
時

内　

容
▼
体
組
成
計
で
の
筋
肉
量
の
測
定
、

小
瀬
川
環
境
護
岸
通
路
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
約
2
キ
ロ
）

申
込
み
▼
11
月
1
日
㈮
ま
で
に
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。①
、②
の
ご

希
望
を
お
伺
い
し
ま
す
。

そ
の
他
▼

・
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

・
水
分
補
給
の
飲
み
物
を
ご
持
参
下
さ
い
。

・
雨
天
時
は
、
筋
肉
量
の
測
定
の
み
行
い

ま
す
。

・
傷
害
に
つ
い
て
は
、
自
己
責
任
で
お
願
い

し
ま
す
。体

組
成
計
と
は　

　
体
組
成
計
と
は
、
筋
肉
、
骨
、
体
脂
肪

な
ど
、
体
を
構
成
す
る
も
の
を
計
測
す
る

器
具
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
、
使
用
す
る
体
組
成
計
は
、
腕
や

脚
、
お
な
か
ま
わ
り
な
ど
、
部
位
ご
と
に

体
組
成
を
計
測
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
52
ー
7
2
9
0
）

平成25年10月19日（土）

会場　岩国錦帯橋空港ロビー

午前の部　１０：００～１２：００
午後の部　１４：００～１６：００

内容：みんなでつくろうピンクリボンツリー
　　　触ってみよう「乳がん視触診モデル」
　　　がん相談支援センターの紹介
　　　キャンペーングッズ等の配布　など

問合せ：岩国健康福祉センター健康増進課
　　　　TEL：0827-29-1523

主催：岩国医療センター　周東総合病院　岩国市　和木町
　　　柳井健康福祉センター　岩国健康福祉センター

がんから大切な家族やあなた自身を守りましょう！

変身コーナー

・パイロット

・キャビンアテンダント

・空港スタッフ

・医師、看護師　など

ゆるキャラも来るよ

『ちょるる』
『ソラッピー』

か
ん
き
ょ
う
ご
が
ん
つ
う
ろ
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「
認
知
症
は
怖
く
な
い
〜
早
期
発
見
か

ら
効
果
的
な
予
防
〜
」
と
題
し
、
浦
上
克

哉
教
授
（
鳥
取
大
学
医
学
部
保
健
学
科
）

の
講
演
が
あ
っ
た
。
1
0
4
名
の
参
加
者

が
熱
心
に
聞
き
入
り
、
認
知
症
へ
の
関
心

の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
「
こ
ば
と
」
の
皆

さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、
分
か
り
や
す
い
講

演
内
容
で
、「
大
変
た
め
に
な
り
ま
し
た
」

「
楽
し
く
講
演
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

　

講
演
で
教
授
か
ら
、「
創
造
的
な
生
活

を
送
る
こ
と
で
認
知
症
予
備
群
か
ら
認
知

症
へ
の
移
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」
と

の
お
話
が
あ
っ
た
。

【
創
造
的
な
こ
と
】

俳
句
・
短
歌
を
作
る

日
記
を
書
く

運
動
を
す
る

笑
う
こ
と

　

ど
れ
も
一
人
で
は
長
続
き
し
な
い
こ
と

が
欠
点
で
す
。
み
な
さ
ん
、
積
極
的
に
地

域
の
行
事
に
参
加
し
、
笑
顔
が
絶
え
な
い

認
知
症
を
予
防
で
き
る
和
木
町
に
し
て
行

き
ま
し
ょ
う
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
こ
れ
か
ら
も
認
知
症
予
防
事
業
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

9
月
10
日
に
男
性
の
料
理
教
室
に
て
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
が
講
師

と
な
り
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
方

法
を
学
ん
だ
。
受
講
者
か
ら
は
「
と
て
も

分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
の
好
評
を
得
て

講
座
終
了
後
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
配
布
さ
れ
た
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
は
認
知
症
の
理

解
を
広
め
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
に
つ
い
て
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
6
）

介
護
予
防
講
演
会
を
開
催

和
木
町
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

日　

時
▼
11
月
22
日
㈮　

13
時
開
場　

13
時
30
分
開
演

会　

場
▼
文
化
会
館

※
入
場
無
料
。

※
入
場
の
際
に
は
、
整
理
券
（
1
5
0
席
分
を
用
意
）
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法
▼
通
常
ハ
ガ
キ
で
受
講
希
望
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

和
木
町
人
権
施
策
推
進
協
議
会
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
▼
10
月
18
日
㈮　

必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

※
当
選
は
、
整
理
券
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
和
木
町
人
権
施
策
推
進
協
議
会
（
保
健
福
祉
課
内
）（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　
　
　
　

教
育
委
員
会
（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

乙
武
洋
匡
講
演
会

乙
武
洋
匡
講
演
会

和
木
町
制
施
行
40
周
年
記
念
事
業　

和
木
町
人
権
の
つ
ど
い

山
口
県
玖
珂
郡
和
木
町
和
木
一
丁
目
一
番
一
号

　
和
木
町
保
健
福
祉
課
内

〈 お も て 〉 〈 う ら 〉

〜
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
に
〜

・1976（昭和51）年生まれ　東京都出身
・作家・東京都教育委員
・早稲田大学在学中に出版した『五体不満足』がベストセラーに
・スポーツライターとして活動後、2007年度から3年間杉並
区の小学校で教壇に立つ
・2013年3月、現行の制度では史上最年少で東京都教育委員
に就任

乙 武  洋 匡
おとたけ　ひろただ

和
木
町
人
権
施
策
推
進
協
議
会　
行

20



●
展
示
会

会　

場
▼
ア
ー
ト
ウ
ィ
ン
グ（
和
木
美
術
館
）

展
示
時
間
▼
10
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
曜
日
は
16
時
ま
で
）

●
10
月
17
日
㈭
〜
20
日
㈰

・
和
木
美
術
ク
ラ
ブ

・
子
供
絵
画
教
室

●
10
月
24
日
㈭
〜
27
日
㈰

・
和
裁

・
機
械
あ
み
教
室

・
和
木
の
里 

愛
石
会

●
10
月
31
日
㈭
〜
11
月
3
日
㈰

・
翠
洋
書
道

・
明
水
書
道
会

・
和
木
短
歌
会

　

11
月
3
日
㈰　

10
時
〜
15
時

　
　

裏
千
家
淡
交
会
（
抹
茶
）

●
11
月
8
日
㈭
〜
11
月
10
日
㈰

・
池
坊

・
専
心
池
坊

・
華
道
草
月
流

・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

11
月
10
日
㈰　

10
時
〜
15
時

　
　

専
心
小
笠
原
流
煎
茶

●
11
月
14
日
㈭
〜
11
月
17
日
㈰

・
和
木
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

・
手
芸
造
花
教
室

・
あ
ざ
み
の
会

　

特
別
出
展

●
10
月
17
日
㈭
〜
20
日
㈰

《
絵
画
》
三
分
一
貴
司
、
島
﨑
こ
ず
え
、

　
　
　
　

灘
本
美
智
子

《
陶
芸
》
藤
川
暁
子
、
宮
本
健
吾

2013

〜 

み
ど
り
の
か
ぜ 

〜

公
民
館
講
座

公
民
館
活
動
認
定
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
興
味
あ
る
も
の
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

○
大
正
琴
（
琴
伝
流
）

活
動
日
▼
第
2
・
4
水
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

な
つ
か
し
い
名
曲
だ
け
で
な
く
、
新
し

い
曲
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、
わ
き

あ
い
あ
い
と
み
ん
な
で
楽
し
く
演
奏
が
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
練
習
し
て
い

ま
す
。

　

今
の
会
員
は
8
名
で
、
ベ
ー
ス
・
テ

ナ
ー
・
ア
ル
ト
・
ソ
プ
ラ
ノ
と
4
つ
の

パ
ー
ト
を
分
担
し
て
、
年
2
回
、
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
、
芸
能
祭
へ
参

加
し
て
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
み
な
さ
ん

に
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
見
学
に
来
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
？

○
機
械
あ
み
教
室

活
動
日
▼
毎
週
木
曜
日　

13
時
〜
17
時

　

本
な
ど
を
参
考
に
流
行
を
取
り
入
れ
て
、
自
分

の
作
品
を
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に
も
、
出

来
上
が
る
作
品
に
も
、
ま
た
、
作
っ
た
作
品
を
自

分
で
着
る
こ
と
に
も
楽
し
み
を
感
じ
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
は
、
文
化
祭
に
展
示
す
る
作
品

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
自
分
の
作
品
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
芸
能
祭

日　

時
▼
11
月
10
日
㈰

　
　
　

式　

典　

12
時
30
分
〜

　
　
　

芸
能
祭　

13
時
〜

会　

場
▼
文
化
会
館

出
演
団
体
（
出
演
順
）

○
童
謡
・
唱
歌
を
歌
う
会
「
赤
と
ん
ぼ
」

○
和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

○
和
木
町
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
タ

○
和
木
紅
鴉

○
馨
風
流
剣
詩
舞
道

○
社
交
ダ
ン
ス
和
木
水
曜
会

○
民
謡
か
お
り
会

○
公
民
館
民
踊
部

○
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
和
木

○
邦
楽 
桃
の
会

○
日
本
舞
踊

○
民
踊
教
室
関
ヶ
浜
分
館 

ひ
ま
わ
り

○
ナ
ニ
・
モ
ハ
ラ

○
不
二
心
流
吟
道
会

○
大
正
琴
（
琴
伝
流
）

○
ピ
ア
ノ

○
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

○
和
木
ル
ン
ル
ン
ク
ラ
ブ

○
四
境
太
鼓

○
ナ
メ
ア　

フ
ラ　

オ　

イ
カ
ラ 

イ

○
民
踊
す
み
れ
会

○
和
木
マ
ン
ド
リ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

○
和
木
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
教
室

主　

催
▼
和
木
町
文
化
協
会

後　

援
▼
和
木
町
・
和
木
町
教
育
委
員
会

問
合
せ
▼
文
化
協
会

（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局
と
和
木
町
で
は
、
和
木

町
制
施
行
40
周
年
を
記
念
し
て
、「
真
打
ち
競

演
」
の
公
開
録
音
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
番
組

は
、
演
芸
界
選
り
す
ぐ
り
の
出
演
者
に
よ
る
コ

ン
ト
・
漫
才
・
漫
談
・
落
語
を
お
楽
し
み
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

日　

時
▼
12
月
6
日
㈮

　
　
　
　

開
場
18
時　

開
演
18
時
30
分

　
　
　
　

終
演
予
定
20
時
30
分

会　

場
▼
和
木
町
文
化
会
館

出　

演
▼
チ
ャ
ー
リ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー（
コ
ン
ト
）

ケ
ー
シ
ー
高
峰　
　
　
　
　
（
漫
談
）

柳
家
喬
太
郎　
　
　
　
　
　
（
落
語
）

新
山
ひ
で
や
・
や
す
こ　
　
（
漫
才
）

ひ
び
き
わ
た
る　
　
　
　
　
（
漫
談
）

柳
亭
市
馬　
　
　
　
　
　
　
（
落
語
）

　
　
《
司
会
》

　
　
　
　

松
苗
竜
太
郎
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券
（
１
枚

で
2
人
入
場
可
）
が
必
要
（
一
歳
以
上
の
お

子
様
か
ら
）
で
す
。

申
込
方
法
▼
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
名
前
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
和
木
町
役
場
に
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

申
込
期
限
▼
11
月
13
日
㈬　

必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

※
転
売
目
的
の
申
込
み
は
固
く
お
断
り
し
、
抽

選
対
象
外
と
し
ま
す
。

※
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
抽
選
結

果
の
連
絡
の
他
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
受
信
料
の
お

願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問
合
先
▼
和
木
町
役
場
企
画
総
務
課

☎
0
8
2
7
ー
52
ー
2
1
3
6
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ご
た
び

し
ん
ち
じ
り

あ
く
び

す
だ

和

木

短

歌

会

和
木
俳
句
教
室
句
会

住
む
ま
ち
を
五
度
移
り
て
退
職
に

　
　

靴
を
磨
き
て
ワ
ン
ル
ー
ム
出
づ

夕
膳
に
並
ぶ
か
き
揚
げ
に
が
う
り
の

　
　

ほ
ろ
苦
き
味
ま
た
お
つ
な
味

街
路
樹
の
一
段
高
き
木
の
下
に

　
　

蝉
の
な
き
が
ら
あ
ま
た
落
ち
ゐ
し

立
秋
と
い
う
字
を
知
る
や
赤
と
ん
ぼ

　
　

色
う
す
き
羽
陽
に
す
か
し
飛
ぶ

コ
カ
コ
ー
ラ
車
「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
と
あ
る
け
れ
ど

　
　

前
が
見
え
な
い
後
ろ
を
走
る

祖
の
墓
碑
へ
ぬ
か
ず
く
背
な
に
栗
ぽ
と
り

草
の
実
を
踏
み
し
だ
か
れ
て
古
戦
場

病
窓
の
妹
見
舞
へ
ば
鰯
雲

泣
き
じ
ゃ
く
る
乳
歯
三
本
新
松
子

有
り
が
た
や
心
づ
く
し
の
敬
老
会

静
け
き
夜
夫
の
欠
伸
に
集
く
虫

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

【
処
理
】

　

詐
欺
な
の
で
相
手
に
し
な
い
よ
う

助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

販
売
業
者
や
買
取
業
者
な
ど
の
複

数
の
業
者
が
登
場
し
て
、
消
費
者
に

未
公
開
株
な
ど
を
購
入
さ
せ
る
手
口

を
劇
場
型
勧
誘
（
買
え
買
え
詐
欺
）

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

新
し
い
手
口
は
よ
り
悪
質
に
な
っ

て
お
り
、「
あ
な
た
の
名
前
で
社
債

を
購
入
し
た
」
な
ど
と
突
然
電
話
を

し
て
き
て
、
全
く
身
に
覚
え
の
な
い

消
費
者
を
慌
て
さ
せ
、「
キ
ャ
ン
セ

ル
料
が
必
要
」
な
ど
と
言
っ
て
お
金

を
騙
し
取
ろ
う
と
し
た
り
、「
裁
判

に
な
る
」
な
ど
と
脅
す
事
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
不
審
な
電
話
が
あ
っ

た
場
合
は
、
相
手
に
せ
ず
す
ぐ
に

電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
少
し

で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
や
警
察
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

【
相
談
】

　

知
ら
な
い
証
券
会
社
か
ら
「
あ
な

た
の
名
前
で
Ａ
社
の
社
債
を
購
入
し

た
」と
電
話
が
あ
っ
た
。
驚
い
て
、「
勝

手
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
た
ら

困
る
」
と
言
う
と
、「
キ
ャ
ン
セ
ル
は

名
義
人
が
す
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ

た
。
な
ぜ
購
入
し
て
い
な
い
私
が
、

キ
ャ
ン
セ
ル
の
連
絡
を
し
な
く
て
は

い
け
な
い
の
か
？ 

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 99

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

藤
本　

亮
恵
（
☎
53
ー
2
6
7
5
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

（
9
月
句
会
）

竹
次　

兼
俊

向
田
登
美
子

正
中
ツ
ヤ
子

広
宇
次
信
子

横
川
美
代
子

う
す
べ
に
の
芙
蓉
の
花
は
う
つ
む
き
て

　
　

幼
の
顔
よ
り
大
き
く
咲
け
り

藤
上　

紀
子

ml
献
血

体
育
セ
ン
タ
ー
休
館
の
お
知
ら
せ

　

ア
リ
ー
ナ
照
明
電
球
の
取
替
工
事
を

行
い
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
、
休
館

し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
庭
球
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
日
に
限
り
、
9
時
か
ら
17
時
ま
で
の

間
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

休
館
期
間
▼
10
月
23
日
〜
11
月
5
日

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

運
動
期
間
▼
10
月
１
日
〜
12
月
31
日

400

　

献
血
は
、
患
者

さ
ん
の
生
命
を
守

る
愛
の
活
動
で

す
。
現
在
、
全
国

的
に
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時
▼
11
月
25
日
㈪

　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時
30
分

会
場
・
問
合
せ
▼

　
　
　
　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
52
ー
7
2
9
0
）

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
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3Ｒとはリデュース（Reduce）→発生抑制、リユース（Reuse）→再使用、

リサイクル（Recycle）→再利用の3つのＲの総称です。

①必ず、収集日前日の午後４時までに住民サービス課（☎５２－２１９４）に申し込んでください。受付時間に間
に合わない場合は、次の月の収集になります。
②申込時には住所、氏名、電話番号、出すごみの種類、ごみを出す場所をお伺いします。
③申込者には、手数料の額、受付番号をお知らせします。
④粗大ごみ収集券に氏名と受付番号を記入し、出すごみに貼って、収集日の８時３０分までに出してください。
　ごみ収集券販売所は「家庭ごみ収集カレンダー」（裏面）でご確認ください。

　粗大ごみ個別収集の対象は、「金属・不燃ごみの町指定袋」に入らないものが対象ですので、分解などをして
町指定袋に入れば、金属・不燃ごみとして出すことができます。
また、テレビ・エアコン・冷蔵庫・洗濯機・パソコンは家電リサイクル法などの対象品目ですので、粗大ごみと
して出すことはできません。

粗大ごみの個別収集

リデュースとは、物を大切に使い、ごみを減らすことです。

○必要のないものは買わない、もらわない
○壊れにくく、長く使える製品を買う
○買い物にはマイバックを持参する

リユースとは使えるものは繰り返し使うことです。

○詰め替え用の製品を選ぶ
○いらなくなった物は、ほしい人にゆずったり、リサイクルショップを利用する

リサイクルとは、ごみを資源として再び利用することです。

○ごみを正しく分別し、リサイクルしやすくする
○ごみを再生して作られた製品を利用する

狂犬病予防注射はお済ですか？
　生後３ヶ月以上の犬は毎年１回受けさせなければなりません。一斉注射が
できなかった犬については個別に接種し、役場に届け出て注射済票の交付を
受けましょう。
　狂犬病は絶滅した病気ではありません。狂犬病は、先進国を含む近隣諸国
で発生しており、世界中で年間３万５千人から５万人が死亡しています。発
症すると治療法はなく、人も動物も１００％死亡する恐ろしい病気です。
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4
20

47
96

144
150

180
269

153
156

238
212

231
216
200
196
189

162
170

218

3 5
20

67
87

155
175

197
193

217
212

176
158

221
217

199
180

135
150
142

176
191

男　3,254人
（－5）

女　3,273人
（±0）

平成25年9月1日現在
総人口　6,527人

世帯数　2,786世帯

和木町の面積　10.56km
（　）内は前月比

（－5）

（－8）

100 200100200 00

今月の納税

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
　納期限は10月31日㈭です。

問合せ ▼税務課（

3 期分
10 月分
4 期分
4 期分
4 期分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

町県民税
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

掲
載
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

　

広
報
わ
き
や
文
字
放
送
に
掲
載
し
た

写
真
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。ご
希
望

の
方（
写
真
に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は

そ
の
ご
家
族
）は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課（☎

52
ー
2
1
3
6
）

　
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
�
バ
�
で
は
�
手

づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
を
販
売
し
て
い
ま
す
�

※
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
�
バ
�
は
�
障
害

を
持
�
た
方
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済

的
な
自
立
を
促
し
�
障
害
者
の
社
会
参

加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
�

日
　
時
▼
10
月
9
日
㈬
　
15
時
〜
15
時
30
分

場
　
所
▼
総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
�

　

9
月
21
日
、
山
口
県
消
防
学
校
に
お
い
て
、
消
防
団
員
が
日
頃
鍛
え
上
げ

た
操
法
技
術
を
競
い
合
う
「
第
60
回
山
口
県
消
防
操
法
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

第
一
分
団
（
応
急
操
法
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
）
が
出
場
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
や
家
庭
を
持
ち
な
が
ら
、
何
度
も
訓
練
を
重
ね
、
大
会

に
挑
ん
だ
。
大
会
は
、
残
暑
も
厳
し
い
中
行
わ
れ
た
が
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
た
が
、
一
分
団
と
し
て
は
残
念
な
結
果
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
10
月
17
日
に
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に

出
場
す
る
団
本
部
女
性
団
員
が
模
範
演
技
を
披
露
し
、
会
場
を
沸
か
せ
た
。

　

皆
さ
ん
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

・
応
急
操
法
ポ
ン
プ
車
の
部

　
　
　
　

第
３
位　

和
木
町
消
防
団
第
一
分
団

山
口
県
消
防
操
法
大
会
の
結
果

和木町消防団第一分団和木町消防団第一分団

女性消防団

和
木
町
消
防
団
が
健
闘

和
木
町
消
防
団
が
健
闘

和
木
町
消
防
団
が
健
闘

和
木
町
消
防
団
が
健
闘

和
木
町
消
防
団
が
健
闘

和
木
町
消
防
団
が
健
闘
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